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PubSubHubbubプロトコルによる気象庁防災情報XML 電文の公開試行
Experimental feed of JMA XML messages by PubSubHubbub protocol
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TCP/IPを用いた通信手順は通例、情報の送信者と受信者のどちらが TCP接続を開始するかによってプッシュ手順とプ
ル手順に分類される。運用管理面では既によく知られているように、プル手順は簡便ではあるがポーリング（定期的更
新確認）による遅延・通信資源浪費があり、プッシュ手順はポーリングが不要なかわりに送信設定管理や障害監視など
受信者数に比例した負担が送信者側にかかり、またウェブで一般的な負荷分散技術が使えないというトレードオフになっ
ており、概して高信頼実時間配信を要するものはプッシュ、そうでないものはプルという使い分けが行われる（表 1）。
　 PubSubHubbub（http://goo.gl/f5edD)は HTTPの POSTメソッドでウェブサイトの更新通知（Atom又は RSS）を送

信する手順で、ブログの更新通知で利用されるようになってきている。URL等の最小限の更新情報を送って受信者に別
途本文を HTTP GETさせる場合、プッシュ手順とプル手順の中間的な性質をもつ。ハブと呼ばれるサイトが更新情報を
中継することにより（図 1）、低遅延と配信管理コスト非発散をある程度両立させる可能性がある。
　気象庁では平成 24年 12月から、PubSubHubbub手順を利用して気象庁防災情報 XML 形式（http://xml.kishou.go.jp/）

電文の公開試験を行っている。会場ではその経験について報告したい。
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